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研究成果の概要（和文）：ヘクター・ボエスにより1526年にラテン語で執筆された『スコットランド国民の歴
史』を2人の人物が別々にスコットランド英語（散文）に翻訳した。1人は国王に依頼されたのだが、もう1人は
おそらく個人的な目的で作成したらしい。後者の翻訳作品の全容を解明するべく、本文考察および現存する写本
の調査を行った。
　写本の調査からは、この翻訳の制作時期や同時代の所有者などが明らかとなり、また、本文の考察からは、翻
訳者のヒューマニズム的な王権に対する考え方が浮かび上がってきた。

研究成果の概要（英文）：Within a few years of the publication of Hector Boece's Scotorum Historia 
(Paris, 1527), two independent Scots translations were made. The so-called Mar Lodge Translation is 
one of them and it has received but scant scholarly attention. I have closely examined the text of 
this translation in order to reveal hitherto unknown political, historiographical, or social 
attitude of this translator. In addition to this, I examined the only extant manuscript of this 
translation to find out when it was made and to whom it belonged in the sixteenth century.

研究分野： 中世及び近世スコットランド文学

キーワード： スコットランド　翻訳　自国語　ヒューマニズム　王権　国会意識

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
スコットランドにおいて16世紀前半は自国語文化形成の黎明期である。ラテン語で執筆された自国の歴史書を自
国語に翻訳することは、より多くの国民に自国の歴史を広め、統一した自国理解、国家意識を浸透させることを
意味する。ジョン・ベレンデンの翻訳はこの一例である。しかし、The Mar Lodge Translatorの翻訳は個人、も
しくは極めて小さな範囲でのプロジェクトである。誰がどのような目的でこのプロジェクトを推進したのか、ま
た歴史書の翻訳作品にどのような有用性を見出していたのかを明らかにすることはベレンデンの作品とは異なっ
た角度から自国語文化形成の様相を明らかにするうえで極めて意義深い。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
スコットランドにおいて、16 世紀は自国語文化の黎明期であった。それまで国家の本格的な歴
史書はラテン語で執筆されていたが、1531 年頃国王の命令によりジョン・ベレンデン(John 
Bellenden)がヘクター・ボエス(Hector Boece)によるラテン語の歴史書 The Scotorum Historia 
(1526)をスコットランド英語に翻訳した。これにより、この歴史書はスコットランド国民に広
く普及し、その結果国民に統一された国家意識が形成されることとなった。一方、ベレンデン
と同時期に同じボエスの歴史書を翻訳した The Mar Lodge Translator とその翻訳書 The Mar 
Lodge Translation についてはその存在も長く世に知られることがなく、学術的な研究もなされ
てこなかった。この理由の一つとして、この作品が個人的なプロジェクトであったこと、その
ために印刷されることもなく、ただ一つの写本のみで現存することが挙げられる。また、一見
するとジョン・ベレンデンの翻訳に比べて The Mar Lodge Translator の翻訳はラテン語の原典
に忠実であり、原典の内容を変更することがほとんどない。このため、この作品を研究するこ
とで、翻訳者独自の政治思想、社会思想、歴史観などを読み解くことがほぼ不可能だと考えら
れてきた。 
 しかし、国家プロジェクトと同時期に個人的もしくは極めて小さな規模でボエスの大著を翻
訳した The Mar Lodge Translation について、誰がどのような目的でこのプロジェクトを推進
したのか、また歴史書の翻訳作品にどのような有用性を見出していたのかを明らかにすること
はベレンデンの作品とは異なった角度から自国語文化形成の様相を明らかにするうえで極めて
意義深い。このような理由から The Mar Lodge Translation の全体像を明らかにするべく、様々
な角度からこの作品を研究するに至った。 
 
２．研究の目的 
上述のように、The Mar Lodge Translation については学術的な研究がほとんどなされてこなか
った。そのため、この作品の成立過程、またその受容について解明し、この作品が 16 世紀スコ
ットランドの文化においてどのような位置を占めていたのかを明らかにすることが目的である。
また、この翻訳者の社会的立場はベレンデンとのそれとは一致しない。原典作品そのものの内
容とそこから浮かび上がる翻訳者の翻訳方法、政治思想、社会的立場などを解明し、それをベ
レンデンのものと比較することで、当時のスコットランドにおける自国語文化の様相を多面的
に理解する一歩となることを目指す。 
 
３．研究の方法 
The Mar Lodge Translation の成立過程を明らかにするために、現存する写本に使用された紙の
ウォーターマークを調べた。また、どのような経緯でこの作品が作成されたのかを明らかにす
るために、写本の書き込みにある名前を調査・特定し、16 世紀当時の読者層を特定していった。 
翻訳者の思想や翻訳方法などを明らかにするために、ボエスの原典、ベレンデンの翻訳と比較・
考察を行った。特に、スコットランド国民の国家意識形成に極めて重要な国家の起源を叙述し
ている Book 1、スコットランドにおける政治、王権の在り方に大きな変化が生じた Book 12、
Book 13、そして 16 世紀スコットランドの社会と直接的な結びつきが強い Book 16 を中心に、
原典がどのように翻訳されているのかを詳細に考察し、さらにベレンデンの翻訳との関係も考
察した。 
 
４．研究成果 
 
写本のウォーター・マークの調査からは、この翻訳が作成されたのが、国家的プロジェクトで
あるジョン・ベレンデンの翻訳とほぼ同時期であったこと（1531 年）が判明した。また、写本
の書き込みの調査からは、この写本が 16 世紀にスコットランドのファイフ周辺の裕福な市民や
商人の間で流通していたことなどがわかった。ファイフは、当時書物の流通が盛んであった地
域であり、ベレンデンの写本や印刷本もファイフで多く流通していたことがわかっている。さ
らに、The Mar Lodge Translation の所有者の中にはジョン・ベレンデンと近しい間柄にあった
可能性が高い人物もいるなど、当時の書物流通と書物生産が密接に関連しあっていた様子がわ
かった。 
 本文の考察からは、この翻訳者が強調したい部分にはほぼ同義の単語 2 語を組み合わせる

こと、また、自らのこだわりがある部分には特定のキーワードを多用する傾向があることもわ
かった。例えば、王権に関する記述には‘justice and equity’、‘good point and rest’などといっ
た組み合わせが頻繁に使用されている。ここからこの翻訳者が国王の責務として国民に等しく
道義的な行いをすることを強調していることがわかる。これは、国王は地方の豪族を鎮圧して
国家を統一するべきだという帝国主義的な思想とも繋がる。The Mar Lodge Translator はベレ
ンデンのように‘empire’という単語を意図的に使用してはいないものの、ベレンデンが国王に
よる国内統一の描写に頻繁に使用した‘daunting’という単語は何度も使用しており、そこには
帝国主義的イデオロギーを読み取ることが可能である。つまり、この翻訳者は、対外的な
emperor としての国王の存在を強調したベレンデンとは対照的に、国内における emperor とし
ての国王の存在をより重視していると考えられるのである。 
また、この作品を原典と詳細に比較・考察することで、翻訳者が自ら原典に変更を加えた箇



所が見つかった。これはベレンデンにはない変更であり、The Mar Lodge Translator 自身のこ
だわりや主張が反映されていると考えて間違いないであろう。例えば、特定の教区の司祭につ
いて記述を増やしていることから、翻訳者とその教区の関係が深いことが予想される。この情
報はこの作品の制作過程のさらなる解明に貢献するであろう。さらに、翻訳者は王権に関する
歴史記述にも意図的に変更を加えている。例えば、国王の横暴に苦しんでいた国民の多くが疫
病で死んだという歴史が国民に被害をもたらした国王一人が疫病で死を迎えた、という因果応
報を示す歴史に変えられている。これは、上述の翻訳者の王権への考えと併せて考えれば、翻
訳者が自身の政治観に基づき、国内静定という責務を果たさない国王が受けるべき当然の報い
を歴史叙述に反映したことはほぼ疑いがない。この点において、The Mar Lodge Translator は
ベレンデンよりもボエスに近いといえるかもしれない。というのも、前者は、本心ではどうで
あれ、resistence theory（国民には暴君を廃位させる権利があるとする考え）を翻訳の中で表立
って強調することはなかったが、ボエスは多くの暴君が廃位される様子を叙述することで、国
王への教訓としていたことが知られているからである。当時はこのように直接言葉で主張をす
るのではなく、歴史の展開を通して読者に「教訓」を与えることが多くあり、ボエスにはその
ような例が散見される。しかし、国王に著作を献呈したボエスとは異なり、個人的に翻訳を製
作した The Mar Lodge Translator が自らの翻訳作品を Mirror for Princes の系譜に連なるもの
として位置付けていた可能性があることは極めて興味深い点である。 
このように、自国語文化の黎明期において、個人で歴史書の翻訳に取り組んだ The Mar Lodge 

Translator は、程度の差や内容の違いはあれども、国家的プロジェクトの担い手であるジョン・
ベレンデンと同様に、ヒューマニズム的な思想に影響を受け、自らの王権への考えや政治思想
などを主張するための媒体として歴史叙述を利用していたことがわかった。これは、16 世紀ス
コットランドにおける自国語文化形成の基盤となった文人たちの活動の中に、歴史叙述の社会
的、政治的機能に対する共通の信念、信仰が存在したことを裏付けると考えられる。 
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